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●　平成１９年４月１日発行／発行所・蕨市役所

●　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｗａｒａｂｉ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ

●　蕨市の面積　５．１０km２

●　３月１日現在人口：７０，８０６人 　前 月 比　－６０人

　　　　　　　　　　　男　３６，１８９人　女　３４，６１７人

　　　　　　　　　　世帯数：３３，８２３

　　　　　　　　　　人口密度：１３，８８３人／km２

２００７/平成１９年

わらび・663
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春の日ざしに包まれて
旭町公民館の桜が開花

　先月中旬、旭町公民館（中央3丁
目）の桜、１本だけが一足早く開花。
同館を利用する人や道行く人たち
が足を止め、ピンク色の美しい花
をしばらく眺めている姿が見られ
ました。いよいよ春本番。市民公
園や南町の桜並木遊歩道など、桜
の名所に足を運んでみませんか。

旭町公民館の敷地に咲き乱れる桜旭町公民館の敷地に咲き乱れる桜
利用者も足を止め花を楽しみます利用者も足を止め花を楽しみます
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平
成　

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

１９

し
た
。
市
で
は
、
今
年
度
も
福
祉

や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
金
が
か
か
り
ま

す
か
ら
、
し
っ
か
り
と
計
画
を
立

て
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ど
ん
な
仕
事

に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
使
う
の
か

を
決
め
た
も
の
が
「
予
算
」
で
す
。

　

予
算
は
、
毎
年
４
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
の
１
年
間
（
年
度
）

の
中
で
、
市
に
入
っ
て
く
る
お
金

「
歳
入
」
と
使
う
お
金
「
歳
出
」

を
明
ら
か
に
し
、
市
議
会
の
議
決

を
経
て
決
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
予
算
に
は
、
市
民
生
活
に

関
係
の
深
い
「
一
般
会
計
」
と
、

国
民
健
康
保
険
や
区
画
整
理
な
ど
、

決
め
ら
れ
た
１
つ
の
事
業
だ
け
を

経
理
す
る「
特
別
会
計
」、そ
し
て
、

病
院
や
水
道
の
よ
う
に
事
業
を
独

立
採
算
制
で
行
っ
て
い
る
「
企
業

会
計
」
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
予
算
の

あ
ら
ま
し
で
す
。
ま
ず
、
一
般
会

計
は
、
３
㌻
の
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
今
年
度
の
予
算
額
は
１
８
６

億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

　

%
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

１.５
　
「
歳
入
」の
主
な
も
の
は
、
歳
入

の
約　

％
を
占
め
る
市
税
収
入
で
、

６１

前
年
度
と
比
較
し
て　

億
５
０
０

１１

０
万
円
増
の
１
１
４
億
円
。
こ
れ

は
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見
直

す
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移

譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
の
税

制
改
正
を
は
じ
め
、
景
気
の
回
復

に
よ
る
一
部
法
人
企
業
の
好
調
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

反
面
、三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
は
７
億
円
の
大
幅
な

減
額
を
は
じ
め
、
所
得
譲
与
税
の

全
廃
で
地
方
譲
与
税
は
約
４
億
３

０
０
０
万
円
の
減
額
と
い
う
よ
う

に
、
市
の
財
政
状
況
の
厳
し
さ
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
な
か
、「
歳
出
」で
は
、

平
成　

年
度
か
ら
進
め
て
い
る
戦

１７

略
プ
ラ
ン
に
よ
る
確
実
な
行
財
政

改
革
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
に
置

い
て
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

→が借りられます（DVDは昨年4月以降に放送したもの）放送中の番組は放送終了後から　問い合わせ・申し込み＝秘書広報課（�433・7703）

歳出総額
１人当たり

　
２６３，４５９円

民　生　費

　
９３，８０３円

総　務　費

　
３９，８８３円

土　木　費

　
３５，５９５円

衛　生　費

　
２５，７０７円

教　育　費

　
２４，５２６円

公　債　費

　
２０，２６５円

消　防　費

　
１２，０６４円

議　会　費

　
３，６５１円

市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金　

一
般
会
計
は　

％
増
の

１．５

１
８
６
億
５
０
０
０
万
円

安
全
で
安
心
の
暮
ら
し
実
現
へ

平
成　

年
度
の
予
算
を
編
成

１９

　

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
蕨
市
が
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
裏
づ
け
と
な
る
平
成　

年
度
の
予
算
案

１９

が
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
蕨
市

２６

２３

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
の
特
集
は
、

平
成　

年
度
の
予
算
を
テ
ー
マ
に
、
２
か
ら
７
㌻
ま
で
で
、
予

１９

算
の
あ
ら
ま
し
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

�������	
������������������

市
全
体
の
予
算
総
額
は

約
４
０
５
億
５
５
０
０
万
円

　

蕨
市
の
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
下
水
道
事

業
な
ど
全
部
で
６
つ
あ
り
、
予
算

総
額
は
、
前
年
度
比
９
億
２
２
０

市民公園の桜（昨年）市民公園の桜（昨年）
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（歳　入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝千円
１世帯
当たり�円 

市民１人
当たり�円 比　較前　年　度本　年　度科　　目

３３７，０９９１６１，０４２１，１５０，０００１０，２５０，０００１１，４００，０００市 税

４，４３６２，１１９△４２９，９００５７９，９００１５０，０００地 方 譲 与 税

１，１８３５６５２０，０００２０，０００４０，０００利子割交付金

８８７４２４１６，０００１４，０００３０，０００配当割交付金

１，４７８７０６２５，０００２５，０００５０，０００株式等譲渡所
得 割 交 付 金

１６，２６４７，７６９０５５０，０００５５０，０００地 方 消 費 税
交 付 金

３，２５３１，５５４０１１０，０００１１０，０００自動車取得税
交 付 金

２，６６１１，２７１△１６０，０００２５０，０００９０，０００地方特例交付金

１３，３０６６，３５７△７００，０００１，１５０，０００４５０，０００地 方 交 付 税

３８４１８４０１３，０００１３，０００交通安全対策
特 別 交 付 金

５，１１７２，４４５１０，１３４１６２，９１８１７３，０５２分 担 金 及 び
負 担 金

７，６６５３，６６２△１，０２５２６０，２５１２５９，２２６使 用 料 及 び
手 数 料

５５，７３１２６，６２４△４５，９８８１，９３０，７１３１，８８４，７２５国 庫 支 出 金

２３，５０６１１，２２９２０７，５２３５８７，３９７７９４，９２０県 支 出 金

２，４５３１，１７２２６，６１０５６，３４６８２，９５６財 産 収 入

６３０２００２００寄 附 金

２０，４０８９，７５０３５１，３５１３３８，８２３６９０，１７４繰 入 金

４，４３６２，１１９０１５０，０００１５０，０００繰 越 金

３３，４３９１５，９７５１８，１９５１，１１２，６５２１，１３０，８４７諸 収 入

１７，７６９８，４８９△２０７，９００８０８，８００６００，９００市 債

５５１，４８１２６３，４５９２８０，０００１８，３７０，０００１８，６５０，０００合　　計

■特別会計　　　　　　　　　　　　単位＝千円、％
伸び率前　年　度本 　年　度会　　計　　名

１５．２５，７４９，０００６，６２５，０００国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

△３．４４，４５０，０００４，２９８，０００老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

６．３２，１０６，０００２，２３８，０００公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

△１．８１，２１２，０００１，１９０，０００錦町土地区画整理事業特別会計

２２．６８４，０００１０３，０００中央第一土地区画整理事業特別会計

２．２３，１１６，０００３，１８５，０００介 護 保 険 特 別 会 計

５．５１６，７１７，０００１７，６３９，０００合　　　　　　計

（歳　出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝千円

１世帯
当たり�円 

市民１人
当たり�円 比　　較前　年　度本　年　度科　目

７，６４４３，６５１△６，０７２２６４，５７６２５８，５０４議 会 費

８３，４８５３９，８８３３４６，５５２２，４７６，７３３２，８２３，２８５総 務 費

１９６，３５２９３，８０３１６６，３１１６，４７３，９１２６，６４０，２２３民 生 費

５３，８１１２５，７０７△９５，３７０１，９１５，１５４１，８１９，７８４衛 生 費

２，８３６１，３５５△３，４４０９９，３５６９５，９１６労 働 費

３０６１４６１３１０，３３０１０，３４３農林水産
業 費

７，４６０３，５６４△７，９７９２６０，２６２２５２，２８３商 工 費

７４，５０８３５，５９５△１５７，２５３２，６７６，９７５２，５１９，７２２土 木 費

２５，２５２１２，０６４３６，８１５８１７，１６７８５３，９８２消 防 費

５１，３３８２４，５２６△５，９６５１，７４２，１２１１，７３６，１５６教 育 費

４２，４１９２０，２６５△９，９１３１，４４４，４４３１，４３４，５３０公 債 費

５，１８３２，４７６１６，３０１１５８，９７１１７５，２７２諸支出金

８８７４２４０３０，０００３０，０００予 備 費

５５１，４８１２６３，４５９２８０，０００１８，３７０，０００１８，６５０，０００合　計

■テレビ広報「ハローわらび」が借りられます／ケーブルテレビ9チャンネルで放送している行政広報番組「ハローわらび」のビデオ・DVD→

■企業会計　　　　　　　　　 　単位＝千円、％
伸び率前　年　度本　年　度予算科目会　計　名

△０．４２，９６９，７０１２，９５８，９２６収益的支出病院事業会計

１．０１，２９３，８２０１，３０６，５６５収益的支出水道事業会計

０．０４，２６３，５２１４，２６５，４９１合　　　　　計

■総合計　　　　　　　　　　　　 単位＝千円、％
伸び率前　年　度本　年　度会　　計　　名

１．５１８，３７０，０００１８，６５０，０００一 般 会 計

５．５１６，７１７，０００１７，６３９，０００特 別 会 計

０．０４，２６３，５２１４，２６５，４９１企 業 会 計

３．１３９，３５０，５２１４０，５５４，４９１合　　　　　計

　各表は平成１９年度の一般会計、特別会計、企業会計とその合
計表です。どれも前年度と比較してありますから、対比しなが
ら御覧ください。一般会計では、市民１人当たりと１世帯当た
りも計算しています。

　　 　　 � � �� � � � 	 
 �　　（人口　７０，７８９人／平成１９年１月１日現在　世帯３３，８１８で計算）

商　工　費

　
３，５６４円

諸支出金

　
２，４７６円

そ　の　他

　
労 働 費　
　１，３５５円
予 備 費　
　　４２４円
農林水産業費
　　１４６円

市税総額
１人当たり

　
１６１，０４２円

市　民　税

　
７９，９９９円

固定資産税

　
５９，０７６円

都市計画税

　
１３，９７７円

市たばこ税

　
７，６２８円

軽自動車税

　
３６２円

市
民
１
人
が
負
担

す
る
税
金　
　
　

０
万
円
増
の
１
７
６
億
３
９
０
０

万
円
。
ま
た
、
病
院
と
水
道
の
企

業
会
計
の
合
計
は
、
前
年
度
比
１

９
７
万
円
増
の
約　

億
６
５
０
０

４２

万
円
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を

合
わ
せ
た
蕨
市
全
体
の
予
算
総
額

は
、
前
年
度
に
比
べ
、　

億
３
９

１２

７
万
円
増
の
４
０
５
億
５
４
４
９

万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る

お
金　

万
３
４
５
９
円

２６

　

一
般
会
計
予
算
を
市
民
１
人
当

た
り
（
下
段
カ
ッ
ト
参
照
）
で
計

算
し
て
み
ま
す
と
、
市
民
１
人
に

使
わ
れ
る
総
額
は
、　

万
３
４
５

２６

９
円
と
な
り
ま
す
。
内
訳
の
上
位

ベ
ス
ト
３
は
、
福
祉
の
事
業
に
使

う
民
生
費
が
最
も
多
く
、
前
年
度

比
２
３
１
１
円
増
の
９
万
３
８
０

３
円
。
以
下
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
の
助
成
や
交
通
安
全
対
策
な

ど
の
事
業
を
行
う
総
務
費
が
３
万

９
８
８
３
円
、
ま
ち
づ
く
り
の
ハ

ー
ド
面
を
受
け
持
つ
土
木
費
が
３

万
５
５
９
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
市
税
の
合
計
は
、
１
人

当
た
り　

万
１
０
４
２
円
で
す
。

１６

市
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お

金　

万
３
４
５
９
円
と
、
納
め
て

２６
い
た
だ
く
税
金　

万
１
０
４
２
円

１６

の
差
額　

万
２
４
１
７
円
は
、
国

１０

庫
支
出
金
や
市
が
お
金
を
借
り
入

れ
す
る
市
債
、
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）  
単
位
＝
千
円

議会費総　　　務　　　費民　　　生　　　費
○
主
要
事
業
の
内
、「
新
」
は
新
規
事
業
。「
拡
」
は
拡
充
事
業
。

■市政の情報・相談は市民担当かホームページで／市政情報テレホンサービスは現在使用されていません　問い合わせ＝同担当（�433･7745）

新　

議
場
放
送
設
備
の
更
新 

１
６
、
４
０
１

 　
　

庁
舎
改
修
工
事 

３
、
９
９
０

　
　

宿
日
直
・
電
話
交
換
業
務
委
託
料 

１
２
、
４
３
３

　
　

国
際
交
流
事
業
委
託
料 

３
、
５
１
０

　
　

防
犯
灯
設
置
等
工
事 

２
、
７
５
０

　
　

市
勢
要
覧 

４
、
７
２
５

　
　

番
組
制
作
委
託
料 

２
５
、
９
３
５

　
　

県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
事
業
負
担
金 
１
、
３
７
２

新　

行
政
評
価
制
度
研
修 

２
０
０

新　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業 

９
３
３

　
　

情
報
処
理
業
務
委
託
料 

１
０
、
９
６
２

　
　

県
市
町
村
電
子
申
請
共
同
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
等
委
託
料 
２
、
０
２
７

　
　

町
会
補
助
金 

１
０
、
２
６
６

　
　

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金 

８
、
２
１
２

　
　

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金 

３
、
０
３
５

　
　

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
１
７
、
０
０
０

　
　

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事 

１
２
、
５
０
０

　
　

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
工
事 

１
、
０
０
０

　
　

駅
前
自
転
車
対
策
業
務
委
託
料 

４
３
、
９
６
４

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業 

３
８
、
３
１
９

　
　

市
民
会
館
指
定
管
理
料 

７
２
、
７
９
７

　
　

市
民
会
館
改
修
工
事 

１
８
、
９
０
０

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等 

１
、
６
０
１

新　

選
挙
投
票
速
報
シ
ス
テ
ム 

７
３
５

 　
　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金 

７
４
、
３
３
６

　
　

市
民
葬 

４
０
、
９
２
６

　
　

自
立
支
援
給
付
費 

２
８
９
、
３
１
９

　
　

地
域
生
活
支
援
事
業 

３
９
、
２
１
６

　
　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料 
４
、
０
１
０

拡　

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金 

４
、
８
４
９

　
　

紙
お
む
つ
給
付
費
（
障
害
者
） 

３
、
３
２
７

　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費 

４
、
９
２
５

新　

重
度
障
害
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料
助
成
金 

１
５
０

　
　

在
宅
重
度
障
害
者
手
当 

６
４
、
９
８
０

　
　

自
立
支
援
医
療
費 

１
９
４
、
５
７
９

　
　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費 

１
０
２
、
８
６
７

　
　

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金 

１
９
、
３
０
９

　
　

養
護
学
校
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金 
７
、
４
４
０

　
　

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
事
業
補
助
金 
１
８
、
６
６
４

な
病
気
や
事
故
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
、
家
庭
で
保
育
が
困

難
な
と
き
に
、
保
育
園
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
の
が
、「
一
時
的

保
育
」で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、「
さ
つ

き
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」「
さ
く
ら
」
の
３

園
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
南
町

の
「
く
る
み
保
育
園
」
で
も
行
う
た

め
、
１
７
６
５
万
７
０
０
０
円
を
予

大
す
る
医
療
費
で
厳
し
い
運

営
を
し
て
い
る
蕨
市
国
民
健

康
保
険
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
更
に
応
援

し
、医
療
費
の
抑
制
を
目
指
そ
う
と
、

平
成　

年
度
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の

２０

原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
症

候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
を
行
う
計

画
で
す
。
ま
た
、
健
診
後
、
危
険
度

の
高
い
人
に
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
実
施
に
向
け

た
事
業
計
画
の
策
定
費
用
と
し
て
３

１
５
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

算
計
上
し
ま
し
た
。

　

一
時
的
保
育
の
対
象
は
市
内
に
住

む
満
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
で
、
利
用
料
は
日
額
１

人
、
１
５
０
０
円
で
す
。

た
、
子
育
て
関
連
で
は
、

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前
の

お
子
さ
ん
を
養
育
し
、
所
得
が
一
定

額
未
満
の
人
に
手
当
て
を
給
付
す
る

制
度
で
す
。
給
付
額
は
、
第
１
子
と

第
２
子
で
そ
れ
ぞ
れ
月
額
５
０
０
０

円
、
第
３
子
以
降
は
月
額
１
万
円
で

す
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
第
１
子
、

第
２
子
で
３
歳
未
満
の
場
合
は
、
月

額
１
万
円
と
し
ま
し
た
。
予
算
は
３

億
９
６
９
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

の
ほ
か
の
給
付
事
業
で
は
、

幼
稚
園
児
の
保
護
者
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
幼
稚
園
児
補
助

金
」
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
幼
稚

園
児
１
人
に
対
す
る
補
助
額
を
年
額

２
万
３
０
０
０
円
か
ら
２
万
８
０
０

０
円
に
す
る
も
の
で
、
事
業
に
か
か

る
経
費
１
０
９
４
万
８
０
０
０
円
を

予
算
計
上
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

国
保
の
健
康
計
画
進
め
ま
す

乳
幼
児
ク
ラ
ブ
が
紙
芝
居
や
体
操
な
ど
で
楽
し
く
交
流
（
錦
町
児
童
館
）

３つの基本方針で
事業を推進

　平成１９年度の予算は、３つの基本方
針で予算を重点的に配分しました。こ
こ、４から７㌻までは、その柱ごとに
新規事業や主な事業などを紹介します。

安
心
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ん
だ
れ
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
や
福
祉
の
支
援
体
制
づ
く

り
を
い
っ
そ
う
進
め
、
ゆ
と
り
が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

�
急

まこ

増
保
育
園
の
一
時
的
保
育（
写
真
は
さ
つ
き
保
育
園
）
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民　　　　生　　　　費衛　　生　　費

■（社）蕨市シルバー人材センター会員募集／健康で働く意欲と体力のある60歳以上の人　問い合わせ＝同センター（中央1-30-2・�433･0962）

６
ペ
ー
ジ
へ
続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

生
活
ホ
ー
ム
事
業
補
助
金 

８
、
１
８
７

　
　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料 

３
２
、
３
１
７

　
　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
ハ
ー
ト
松
原
指
定
管
理
料　
  

９
、
８
７
５

　
　

知
的
障
害
者
授
産
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
松
原
指
定
管
理
料 
１
０
、
９
９
４

　
　

敬
老
祝
金 

４
５
、
３
６
０

新　

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料
助
成
金 

１
５
０

　
　

福
祉
入
浴
委
託
料 

２
０
、
５
９
２

　
　

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料 

１
３
、
２
１
９

　
　

紙
お
む
つ
給
付
費
（
高
齢
者
） 

８
、
５
６
６

　
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金 

１
５
、
３
６
５

　
　
　

時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料 
１
４
、
４
２
６

２４

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金 

２
５
、
６
１
４

　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料 

１
１
、
８
７
８

　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘
改
修
工
事 
４
、
２
８
０

　
　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料 
２
３
、
８
１
２

　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料 
２
８
、
９
５
６

　
　

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料 
３
１
、
１
３
５

　
　

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
料 

５
、
０
２
４

　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金 

８
４
５
、
６
１
２

　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金 
１
１
、
４
７
７

　
　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金 

３
６
３
、
９
６
４

　
　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金 

４
９
６
、
０
４
０

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料 

６
、
７
１
３

新　

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料
助
成
金 

１
５
０

　
　

乳
幼
児
医
療
給
付
費 

１
１
９
、
０
１
９

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費 

１
４
、
１
４
７

拡　

児
童
手
当 

３
９
６
、
９
６
０

　
　

児
童
扶
養
手
当 

１
７
８
、
１
７
１

　
　

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業 

２
７
、
９
４
６

　
　

児
童
相
談
事
業 

２
、
４
２
０

　
　

家
庭
保
育
室
委
託
料 

２
７
、
５
８
６

拡　

一
時
的
保
育
事
業 

１
７
、
６
５
７

　
　

保
育
園
改
修
工
事 

１
０
、
９
４
０

　
　

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員 

１
、
８
０
０

　
　

生
活
保
護
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
６
７
５
、
４
９
５

　
　

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料 

４
、
０
４
４

　
　

病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
費
負
担
金 

１
７
、
２
４
８

　
　

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金 

１
８
、
０
０
０

　
　

基
本
健
康
診
査
委
託
料
（
成
人
） 

１
３
、
７
０
６

　
　

結
核
検
診
委
託
料
（
成
人
） 

４
、
５
０
５

　
　

基
本
健
康
診
査
委
託
料
（
老
人
） 

９
８
、
２
４
８

　
　

結
核
検
診
委
託
料
（
老
人
） 

１
１
、
４
６
４

　
　

が
ん
検
診
委
託
料 

１
９
、
４
７
２

　
　

予
防
接
種
委
託
料 

６
４
、
８
４
９

に
、
蕨
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
保
険
税
を
完
納
ま

た
は
完
納
見
込
み
の　

歳
以
上
の
人

４０

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
脳
ド
ッ
ク
費

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
補

助
額
を
５
０
０
０
円
増
額
し
、
２
万

５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

脳
ド
ッ
ク
を
含
め
た
人
間
ド
ッ
ク

等
受
診
費
補
助
金
と
し
て
１
５
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

齢
者
や
重
度
障
害
者
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
皆
さ
ん
を
対
象

（
下
表
を
参
照
）
に
し
た
共
通
の
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
民
間
賃
貸

住
宅
入
居
保
証
料
助
成
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

住
宅
の
入
居
保
証
料
を
助
成

　

こ
れ
は
、
蕨
市
内
の
民
間
賃
貸
住

宅
を
借
り
る
際
に
、
保
証
人
を
確
保

で
き
な
い
場
合
、
保
証
会
社
へ
支
払

う
保
証
委
託
料
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
、
助
成
額
は
、
初
回
保
証
料

の
２
分
の
１
で
３
万
円
が
限
度
で
す
。

こ
の
新
規
事
業
に　

万
円
を
予
算
計

４５

上
し
ま
し
た
。

民間賃貸住宅入居保証料
助成の対象　

①高齢者世帯（７０歳以上の独り暮らしか、
配偶者の一方が７０歳以上の夫婦世帯）
②重度障害者世帯（身体障害者手帳１級・
２級、療育手帳�・Ａ）
③ひとり親世帯　いずれも世帯全員が市
内に１年以上住み、市民税非課税である
ことが対象です。
申し込み／高齢者世帯→介護保険室（�
４３３・７７５６）、重度障害者世帯→福祉総務
課（�４３３・７７５４）、ひとり親世帯→児童
福祉課（�４３３･７７５７）

発
交
差
点
で
み
て
も
北
町
４
、
５
丁

目
の
２
か
所
の
交
差
点
で
合
わ
せ
て

　

件
あ
り
ま
す
。

１１
　

こ
う
し
た
交
通
事
故
が
多
発
す
る

地
区
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

安
心
歩
行
エ
リ
ア
整
備
工
事
と
し
て
、

１
０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

道
路
標
示
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の

整
備
を
集
中
的
に
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

瞬
に
し
て
多
く
の
人
を
不
幸

に
さ
せ
る
交
通
事
故
。
昨
年

１
年
間
の
市
内
の
交
通
事
故
死
亡
者

は
５
人
で
、
人
身
事
故
は
４
０
０
件

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
人
身
事
故
の
多
発
す
る
地
区

は
、
北
町
５
丁
目
が　

件
で
最
も
多

４６

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
多

事
故
多
発
地
区
の
安
全
整
備

���������	
������������

安
全
と
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
、
災
害
に
強
い
ま
ち
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
市
民
だ
れ
も
が
安
全
に

暮
ら
せ
、
そ
し
て
、
教
育
面
で
の
事
業
充
実
を
図
り
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

�

更高

一

内
臓
脂
肪
型
症
候
群
の
予
防
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
メ
タ
ボ
パ
ン
チ
体
操
」

高齢者の安全確保に整備した「シルバーゾーン」（北町）
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衛　　生　　費労働費商　工　費土　　木　　費消　防　費
　
　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
料 

９
、
４
７
２

　
　

環
境
調
査
委
託
料 

２
、
８
７
９

　
　

総
合
健
康
診
査
委
託
料 

５
４
、
６
０
０

　
　

自
立
支
援
給
付
費 

１
２
、
７
２
４

　
　

相
談
支
援
事
業
負
担
金 

２
、
５
０
０

　
　

在
宅
重
度
障
害
者
手
当 

５
、
８
２
０

　
　

小
規
模
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
等
補
助
金 
７
、
６
５
０

　
　

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金 
６
５
０
、
０
４
８

　
　

塵
芥
処
理
事
業 

３
０
３
、
７
６
４

　
　

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金 

２
５
０
、
０
０
０

新　

労
働
講
座 

２
０
０

　
　

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金 

９
０
、
０
０
０

　
　

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金 

４
、
０
０
０

　
　

観
光
行
事
委
託
料 

１
０
、
３
０
０

新　

中
山
道
宿
場
会
議
蕨
宿
大
会
補
助
金 

１
、
７
５
０

　
　

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金 
７
０
、
０
０
０

　
　

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金 

１
０
０
、
０
０
０

　
　

消
費
生
活
相
談
業
務 

３
、
１
１
５

新　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金 

１
０
０

　
　

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金 

１
８
４
、
１
５
２

　
　

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料 

２
０
、
０
０
０

　
　

舗
装
道
補
修
工
事 

３
２
、
３
４
０

　
　

跨
線
人
道
橋
補
修
工
事
設
計
委
託
料 

３
、
９
９
０

　
　

歩
道
整
備
工
事 

５
、
７
０
０

　
　

駅
西
口
第
１
駐
車
場
移
設
工
事 

１
５
、
８
０
０

新　

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金 

４
、
２
０
０

　
　

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金 
５
０
、
０
０
０

　
　

県
道
整
備
工
事
負
担
金 

２
３
、
３
２
０

　
　

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金 

７
６
３
、
１
９
０

　
　

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金 
８
２
、
６
４
９

　
　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金 
９
２
１
、
５
９
１

　
　

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料 

１
０
、
０
０
０

　
　

公
園
等
整
備
工
事 

１
８
、
０
０
０

　
　

市
営
住
宅
改
修
工
事 

２
、
２
５
０

　
　

消
防
団
第
２
分
団
待
機
所
建
設
工
事 

１
５
、
９
０
０

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

１
９
、
０
１
４

拡　

高
規
格
救
急
自
動
車 

３
５
、
９
１
０

新　

防
災
啓
発
冊
子 

１
、
０
１
９

　
　

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費 

３
、
８
７
２

　
　

緊
急
防
災
情
報
放
送
委
託
料 

２
、
９
６
１

　
　

防
災
施
設
整
備
工
事 

２
、
３
５
０
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学
校
に
学
習
支
援
員
を
配
置

し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め

細
か
な
学
習
指
導
を
は
じ
め
、
校
内

の
安
全
確
認
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
う
ス
ク
ー
ル
支
援
事
業
は
、

学
習
補
助
員
の
勤
務
日
数
を
１
０
０

日
か
ら
１
３
０
日
に
延
ば
し
、
事
業

の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
６
３
９
万

６
０
０
０
円
を
予
算
計
上
。

　

更
に
、
小
学
校
英
語
教
育
推
進
事

業
を
新
た
に
始
め
ま
す
。
拠
点
校
を

１
校
定
め
、
外
国
人
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
や
、
地
域
の
人
材
を
生
か
し

た
実
践
的
な
取
り
組
み
を
行
う
も
の

で
、　

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

５９

　

ま
た
、生
徒
や
保
護
者
な
ど
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
す
る
、さ
わ
や
か
相
談

事
業
で
は
、
相
談
員
を
１
人
増
や
し

て
３
人
と
し
、
各
中
学
校
に
配
置
。

６
０
３
万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

５
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
小
学
校
で
耐
震
補
強
設
計

３
台
に
拡
充
す
る
た
め
の
予
算
と
し

て
３
５
９
１
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
命
を
守
る
事
業
と

し
て
、
市
内
の
公
民
館
に
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
。

併
せ
て
使
用
法
に
つ
い
て
の
市
民
講

座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
予
算
は

１
５
３
万
９
０
０
０
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

成　

年
、　

年
度
で
行
っ
て

１７

１８

き
た
小
・
中
学
校
校
舎
等
耐

震
化
優
先
度
調
査
の
結
果
な
ど
を
基

に
、
平
成　

年
度
か
ら
校
舎
の
耐
震

２０

化
を
進
め
る
計
画
で
、
今
年
度
は
、

東
、
西
、
中
央
東
の
３
つ
の
小
学
校

の
校
舎
耐
震
補
強
設
計
に
、
２
７
６

５
万
８
０
０
０
円
を
予
算
計
上
し
ま

し
た
。
災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

高
規
格
救
急
車
を
１
台
増
車

年
中
の
救
急
車
の
出
動
件
数

は
、
３
３
５
１
件
。
毎
日
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
急
病
人
を
医
療
機

関
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

　

と
き
に
は
、
医
師
の
指
示
を
受
け

て
、
車
内
で
救
急
救
命
士
が
救
命
処

置
を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
事
態

に
対
応
で
き
る
救
命
資
器
材
を
備
え

た
高
規
格
救
急
自
動
車
を
２
台
か
ら

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
始

学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
活

動
拠
点
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
、

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。

　

教
室
は
、
全
小
学
校
で
実
施
し
、

開
催
日
は
毎
週
月
曜
日
と
月
１
回
土

曜
日
を
計
画
。
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
安
全
管
理
員
な
ど
を
配
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
や
学
習
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
予
算
は
７
８
３
万
５
０
０

０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
整
備

快
適
で
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

都
市
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
、
市
民
だ
れ
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
、
快
適
で
魅
力
的
な
都
市

空
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

進
む
７
番
街
区
再
開
発
事
業

周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
ま

ち
の
活
性
化
へ
向
け
た
駅
西
口
の
再

開
発
事
業
は
、
再
開
発
区
域　

㌶
を

１.９

３
つ
の
工
区
に
分
け
、
段
階
的
に
進

め
る
計
画
で
す
。

　

そ
の
先
陣
を
切
っ
て
行
っ
て
い
く

の
が
、
再
開
発
区
域
南
側　

㌶
の
第

０.６

平昨

小

各駅

高
規
格
救
急
自
動
車
内
で
訓
練
を
す
る
救
急
隊
員



【　　】7

教　　　　育　　　　費
新　

小
学
校
英
語
教
育
推
進
事
業 

５
９
０

拡　

ス
ク
ー
ル
支
援
員 

６
、
３
９
６

　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料 

３
、
０
０
０

　
　

心
の
観
劇
事
業
委
託
料 

１
、
０
８
０

　
　

外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料 

１
５
、
５
４
０

新　

さ
わ
や
か
相
談
事
業 

６
、
０
３
０

　
　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費 

５
８
、
７
１
３

拡　

幼
稚
園
児
補
助
金 

１
０
、
９
４
８

　
　

小
学
校
警
備
委
託
料 

４
、
６
４
７

　
　

小
学
校
管
理
業
務
委
託
料 

１
５
、
８
８
２

　
　

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事 

８
、
７
３
０

新　

小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
設
計
委
託
料 
２
７
、
６
５
８

　
　

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事 

１
３
、
３
０
０

　
　

小
・
中
学
校
修
繕
費 

１
９
、
６
４
２

　
　

児
童
・
生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品 

２
１
、
９
２
１

拡　

児
童
・
生
徒
用
図
書 

　

２
、
４
２
０

　
　

入
学
資
金 

１
１
、
４
０
０

　
　

奨
学
金 

９
、
８
４
０

　
　

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成 

２
、
２
８
４

　
　

わ
ら
び
学
び
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
託
料 
４
、
０
０
０

新　

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業 

７
、
８
３
５

新　

信
濃
わ
ら
び
山
荘
利
用
率
ア
ッ
プ
事
業 

１
９
０

新　

公
民
館
へ
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置 
１
、
５
３
９

　
　

公
民
館
改
修
工
事 

７
、
２
０
０

新　

歴
史
民
俗
資
料
館
報
告
書
作
成 

１
、
９
１
９

　
　

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料 

４
３
、
４
０
０

　
　

市
民
体
育
館
改
修
工
事 

３
、
９
９
０

　
　
 
プ
ー
ル
指
定
管
理
料 

１
１
、
７
６
６

　
　

プ
ー
ル
改
修
工
事 

９
、
１
７
０

　
　

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料 

８
４
、
７
９
８

■国税専門官採用試験／1次試験＝6月10日　対象＝昭和53年4月2日～61年4月1日生まれの人または昭和61年4月2日以降生まれの大学卒業者（→

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は３日、
５月は１０日
　午後１時
～５時　３
階、市長室、
気軽にお出
かけくださ
い。

　

平
成　

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会

１９

社
や
学
校
な
ど
で
は
、
新
入
社
員
や
新

入
生
た
ち
が
、
胸
を
張
り
気
持
ち
も
新

た
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
前
途

を
、
心
か
ら
祝
福
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
時
期
、
新
た
な
人
生
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
人
々
の
中
に
は
、

長
年
勤
め
た
会
社
を
定
年
退
職
し
て
、

地
域
社
会
へ
戻
ら
れ
た
か
た
も
い
ま
す
。

特
に
今
年
か
ら
３
年
間
は
、
退
職
者
が

例
年
に
な
く
多
く
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
現
役
時
代
に
は
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
豊
か

な
知
識
や
経
験
、
技
術
な
ど
を
お
持
ち

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
し
て
、「
心
機
一
転
」長
い
間
で
培

っ
た
力
を
、
身
近
な
社
会
で
発
揮
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な

ど
、
自
分
自
身
を
更
に
高
め
る
学
習
や

社
会
奉
仕
活
動
、
更
に
は
地
域
文
化
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
活
動
な
ど

に
も
、
積
極
的
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
最
寄
り
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
足
を
運
ぶ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
、

知
り
た
い
情
報
を
得
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
終
わ
り
は
、
始
ま
り
の
第
一
歩
」
と

い
わ
れ
ま
す
。
団
塊
世
代
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
転
機
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
新

た
な
挑
戦
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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１
工
区
。
場
所
が
中
央
１
丁
目
７
番

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
７
番
街
区
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
に
同
街
区
の
地
権

１６

１２

者
の
皆
さ
ん
が
設
立
さ
せ
た
準
備
組

合
に
市
も
参
加
し
、
事
業
計
画
案
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ま
と
め
上
げ
た
事
業
計

画
案
と
と
も
に
組
合
設
立
の
認
可
申

請
を
行
い
、
２
月　

日
、
県
知
事
か

２０

ら
認
可
が
下
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

施
工
者
「
蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区

市
街
地
再
開
発
組
合
」
に
よ
る
再
開

発
事
業
が
具
体
的
に
進
み
ま
す
。

　

事
業
の
概
要
は
、
業
務
施
設
や
住

宅
施
設
を
備
え
た　

階
建
て
の
建
物

３０

と
、
公
民
館
や
保
育
園
、
多
目
的
な

小
ホ
ー
ル
が
入
る
地
上
３
階
建
て
の

公
共
公
益
施
設
、
そ
し
て
、
駅
前
広

場
に
直
結
す
る
道
に
は
、
ま
ち
歩
き

を
楽
し
め
、
多
く
の
人
が
交
流
で
き

る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
平
成　

年
度
末

２１

ま
で
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

組
合
で
は
、
今
年
度
、
権
利
変
換

計
画
の
作
成
や
、
枕
工
事
な
ど
の
建

物
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
を
予

定
。
こ
の
再
開
発
事
業
の
補
助
金
と

し
て
、
５
０
０
０
万
円
（
国
か
ら
２

５
０
０
万
円
、
県
か
ら
１
０
０
０
万

円
の
補
助
金
が
市
に
歳
入
さ
れ
ま
す

の
で
、
市
か
ら
の
補
助
金
は
１
５
０

０
万
円
）
や
、
７
番
街
区
内
の
街
路

整
備
工
事
設
計
費
４
２
０
万
円
な
ど

を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

市
整
備
関
係
で
は
、
こ
の
ほ

か
に
、
舗
装
道
の
補
修
（
予

算
３
２
３
４
万
円
）
や
、
錦
町
に
歩

道
の
新
設（
予
算
５
７
０
万
円
）、
第

一
中
学
校
わ
き
に
あ
る
塚
越
陸
橋
の

補
修
に
向
け
た
設
計
（
予
算
３
９
９

万
円
）、
南
町
の
西
仲
公
園
の
改
修

や
各
公
園
・
ち
び
っ
こ
広
場
の
補
修

（
予
算
１
８
０
０
万
円
）
な
ど
、
今

年
度
も
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

道
路
や
公
園
を
計
画
的
に
整
備

都

蕨駅西口地区７番街区（１工区）第一種市街地再開発事業
＜建設予定地計画案＞
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「市民の皆さんとともに、市政を進めるしくみを
作っていきます」と、行政経営推進室の有里主査

　

蕨
警
察
署

�������
�

表
し
た
指
針
案
へ
寄
せ
ら
れ
た　
４０

件
の
ご
意
見
を
考
慮
し
て
、
最
終

的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

指
針
の
大
き
な
柱
に
な
る
の
が
、

「
市
民
参
画
制
度
の
整
備
」と「
協

働
の
仕
組
み
づ
く
り
」
で
す
。

　
「
市
民
参
画
制
度
の
整
備
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ど
の
よ

う
な
形
で
市
政
に
参
画
で
き
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
ル
ー
ル

を
整
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

市
民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

リポート　そこが知りたい

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い「
市
民
参
画
」と「
協
働
」。

上
の
図
は
、
蕨
市
の「
市
民
参
画
」

と「
協
働
」を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
市
民
参
画
」は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
市
政
に
な
ん
ら
か
の
形
で
参

画
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
市
の
計

画
や
条
例
な
ど
の
案
を
作
る
と
き

に
意
見
を
述
べ
た
り
、
市
の
審
議

会
や
懇
談
会
の
委
員
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
協
働
」は
、
地
域
の
公

共
の
課
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
解
決
し

て
い
く
こ
と
で
、
町
会
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
市
民
グ
ル
ー
プ
の
公

園
清
掃
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
参

画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
や
団
塊
世
代
の
退
職
な
ど
、

社
会
の
変
化
の
な
か
で
、
高
齢
者

福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
、

メ
ン
ト
）
制
度
の
導
入
や
審
議
会

の
会
議
の
公
開
、
審
議
会
委
員
の

公
募
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
」
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

市
民
公
益
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ

ん
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
と
合
わ
せ
て
、
地
域
の
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代
表
者
、
市

職
員
な
ど
で
構
成
す
る
懇
談
会
を

作
り
、
市
が
目
指
す
協
働
の
在
り

方
や
役
割
分
担
、
今
後
の
ス
テ
ッ

プ
を
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
集

い
、
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
が
で

き
る
拠
点
と
し
て
、
総
合
的
な
活

動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
指
針
を
基
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
知

恵
を
出
し
、工
夫
し
合
い
な
が
ら
、

だ
れ
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
指
針
に
沿
っ
た
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
、
こ
れ

か
ら
、
順
次
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題
も
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
積
極
的
に
市
政
に
参
画
し

て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
行

政
と
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま

と
め
た
の
が
「
市
民
参
画
・
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
で
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

　

人
で
作
る
市
民
参
画
懇
談
会
と

１０市
職
員
の
専
門
部
会
で
議
論
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
昨
年　

月
に
公

１２

　

日
本
一
市
域
が
狭
い
蕨
市
は
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
、
昭
和　

年
に
「
蕨
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推

４９

進
条
例
」、　

年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
蕨
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
市
民
と
市
が
協
力

６３

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
土
台
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
信
頼
関
係
を
い
っ
そ
う
深
め
、
よ
り
魅

力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
、
今
年
２
月
、「
市
民
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
作
り
ま
し
た
。
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ま　

ち　

の　
　

話　

題

　

自
主
管
理
団
体
「
ね
む
の
き
公

園
を
き
れ
い
に
す
る
会
」は
、同
園

（
中
央
２
丁
目
）で
、
環
境
美
化
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
月

は
、
丹
精
こ
め
て
育
て
た
ピ
ン
ク

や
白
色
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
約
１
０
０

本
を
園
内
に
植
え
、
よ
く
育
つ
よ

う
に
と
、
雑
草
刈
り
も
行
い
、「
四

季
折
々
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
」と
、会
員
の
皆
さ

ん
は
笑
顔
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

花楽しめるねむのき公園

　

南
町
２
丁
目
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ

 
三  
楽 
会
が
、３
月
２
日
、ひ
な
ま
つ

さ
ん 
ら
く

り
会
を
南
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

親 
睦 
が
目
的
の
恒
例
の
催
し
で
、

ぼ
く

注
目
は
会
員
が
ふ
ん
す
る
お
ひ
な

様
や
お
内
裏
様
、三
人
官
女
に
五
人

ば
や
し
。
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

皆
さ
ん
は「
若
返
っ
た
気
分
」と
、に

っ
こ
り
で
、そ
の
豪
華
ひ
な
壇
に
、

会
場
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

と
笑
い
声
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

豪華ひな壇に笑いと拍手

親子で作るおもしろパン
　

３
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、

１０

「
切
っ
て
も
切
っ
て
も
パ
ン
ダ
パ

ン
」
を
親
子
で
作
る
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。
南
町
在
住
の 
吉  
川  
正 

よ
し 
か
わ 
ま
さ

 
子 
さ
ん
に
教
わ
っ
て
、
参
加
者　

こ

２５

人
が
焼
き
上
げ
た
の
は
、
金
太
郎

あ
め
の
よ
う
に
ど
こ
を
切
っ
て
も

パ
ン
ダ
の
顔
が
現
れ
る
パ
ン
。
味

見
を
し
た
り
、
か
わ
い
ら
し
さ
に

思
わ
ず
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
市
民
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の

大
会
が
、３
月
３
日
、市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
犯
罪
発
生
の
状

況
や「
蕨
市
防
災
計
画
」の
概
要
報

告
、大
会
宣
言
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー 
堀  
尾  
正  
明 
さ
ん
に
よ
る
講
演

ほ
り 
お 
ま
さ 
あ
き

な
ど
が
あ
り
、参
加
し
た
約
７
０
０

人
は
、
今
後
も
連
携
を
深
め
な
が

ら
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

連携深め安全安心の蕨へ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
３
月

１
日
か
ら
４
月　

日
ま
で
、
第　

２５

２６

回
特
別
展
「
表
情
人
形 
山  
本  
光  
子 

や
ま 
も
と 
み
つ 
こ

―
風
の
ま
に
ま
に
―
」
を
開
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
、
３
月
３

日
に
は
、
ブ
ル
ー
ス
ハ
ー
プ
ハ
ー

モ
ニ
カ
奏
者
の 
浅  
見  
安  
二  
郎 
さ
ん

あ
さ 
み 
や
す 
じ 
ろ
う

と
風
の
ま
に
ま
に
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
訪
れ
た

１
０
０
人
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
温

か
い
音
色
に
、酔
い
し
れ
ま
し
た
。

心和らぐハーモニカ演奏

いま
�

〔見に来ませんか〕

▼第１６回定期演奏会　６月１７日　午後１時半
市民会館　無料＜蕨フィルハーモニックウ
インズ（吹奏楽）・村尾・�０９０・１５４８・８２１２＞
〔仲間になりませんか〕

▼竹紫館（剣道）　月・水・金曜日　午後５
時半　同館（中央２丁目）　月２，０００円　年
長～中学生　随時見学・体験可＜同館・�
４３２・４８９５・活動日の午後５時～７時半＞

▼塚越剣友会（剣道）　水曜日の午後６時４５
分・土曜日の午前８時４５分　東小学校　月
２，０００円　年長～小学生　夏・冬・春休み
は練習なし（中学生以上も随時入会可）＜町
田・�４４１・０５６９＞

▼アイーダダンスクラブ（社交ダンス）　水
曜日　午後２時　福祉・児童センター　月
２，０００円＜瀬尾・�４４１・３０８８＞

▼リトミックランド「ドルチェ」（親子リト
ミック）　月３回水曜日　南公民館　①１歳
半　午前１０時　月１，５００円　②２歳　午前１０
時４０分　月２，０００円　③３歳　午後２時半　
月２，０００円＜石山・�２４２・５８１０＞

▼スワン（バレエエクササイズ）　水曜日　
午後６時　東公民館　初心者　月２，０００円　
親子の参加可　随時体験可＜服部・�４４１・
７０３７＞

▼サークル鎌倉彫　第２・４月曜日　午後
１時半　旭町公民館　月２，０００円　初心者
歓迎　随時見学可＜長谷川・�４４２・８６７１＞

▼画友会（油絵クラブ）　金曜日　午後７時
中央公民館　月２，０００円　随時見学可＜北
村・�４３１・２００３＞

▼中央混声合唱　火曜日　午後１時半　中
央公民館　コーラスの好きな人　月２，０００
円　随時見学可＜金沢・�４３１・５８７３＞

▼琴鈴会（大正琴）月曜日　午後１時半　
中央公民館　月２，５００円　４月無料体験で
きます＜高原・�４３２・１２２４＞

▼押し花の部屋プチ・フルール　第３水曜
日　午前１０時　市民会館　月２，１００円（教材
費は別）＜木野内・�４４１・７０６８＞

▼合気道無為会　月曜日　午後７時　市民体
育館　初心者　月５００円＜渡辺・�４４５・５０３３＞

▼ヨーガでさわやか　月３回　日曜日　午前１０時
中央公民館　月１，５００円＜根津・�４４３・１６５６＞
〔ご相談ください〕

▼蕨断酒新生会（酒害相談）　３日＝中央公
民館　１１日＝南公民館　１９日＝旭町公民館
午後６時半＜岡田・�４４１・３１７２＞

▼アルコール依存症の自助活動　月曜日　午
後７時　中央公民館　お酒をやめたい人　無
料＜セントラルオフィス・�０３・３５９０・５３７７＞

情報ダイヤル
掲載は無料です

 秘書広報課（�４３３・７７０３）問

むかし
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女性の心と
生き方相談

国税相談行政相談人権相談
行政書士
相　　談

登記・法律
相　　　談

法律相談相
談

子育て、介護、
仕事、ＤＶ、セ
クシュアル・
ハラスメント
など

所得税、相続
税等の国税全
般

国や特殊法人
等行政に関す
ること（市の
所管以外のこ
と）

差別、いじめ
等人権に関す
る困りごとや
心配ごとなど

外国人相談、
官公庁への申
請書等の作成
相談など

登記、相続、
成年後見人な
ど民事全般

相続、離婚、
借地借家や金
銭の賃貸借、
相隣関係等民
事全般

内　

容

女　　性
カウンセラー

税理士行政相談委員人権擁護委員行政書士司法書士弁護士担
当

毎月
第２・４
金曜日

偶数月の
第３水曜日

毎月
第２水曜日

毎月
第３金曜日

毎月
第４水曜日

毎月
第１・３
木曜日

毎月
第２・４
木曜日と　

き
午後１時半　
　　～４時半

午後１時　　
　　　～３時

午後１時　　
　　　～３時

午前１０時　　
　　　～正午

午後１時　　
　　　～３時

午後１時　　
　　　～４時

午後１時　　
　　　～４時

市民会館
市役所市民課
市民担当

市役所市民課
市民担当

中央公民館
市役所市民課
市民担当

市役所市民課
市民担当

市民会館
と
こ
ろ

要予約――――要予約要予約
備　
　

考
女性対象
１人約５０分

――
回により時
間の変更が
あります

―１組約３０分１組約３０分

→書きした封筒に１４０円分の切手をはった返信用封筒を入れ２５日までに（社）調理技術技能センター（中央区日本橋堀留町２－８－５・�０３・３６６７・１８６７）

お
父
さ
ん　

市
役
所
で
外
国
人
の

た
め
の
市
民
生
活
相
談
が
あ
る
と

聞
い
て
や
っ
て
来
た
ん
で
す
が
。

職
員　

行
政
書
士
に
よ
る
相
談
の

こ
と
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
市
民
課

市
民
担
当
が
、担
当
窓
口
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

よ
か
っ
た
！
お
隣
に
外

国
の
か
た
が
引
っ
越
し
て
来
た
け

れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
み
た
い
な
ん
で
す
。

職
員　

そ
う
で
す
か
。
書
類
の
書

き
方
な
ど
、
各
種
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ

ば
ご
案
内
い
た
し
ま
す
よ
。

お
母
さ
ん　

早
速
、
お
隣
に
教
え

て
あ
げ
る
わ
。
と
こ
ろ
で
、「
相

談
事
業
が
更
に
充
実
」
と
聞
き
ま

し
た
が
ほ
ん
と
う
で
す
か
？

職
員　

は
い
。
今
年
度
か
ら
、
こ

の
行
政
書
士
相
談
と
人
権
相
談
を

毎
月
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

人
権
相
談
？

職
員　

お
友
達
と
の
悩
み
や
ご
近

所
づ
き
あ
い
の
こ
と
な
ど
、
心
配

ご
と
の
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん　

相
談
を
受
け
て
く
れ

る
の
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

職
員　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
で
す
。
皆
さ

ん
の
立
場
に
な
っ
て
い
っ
し
ょ
に

問
題
を
考
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

悩
み
を
１
人
で
抱
え
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

悩
ん
で
い
る
人
に
と

っ
て
は
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る

だ
け
で
も
助
か
り
ま
す
よ
ね
。

相談事業は更に充実　
身近な窓口「市民担当」　
気軽にご利用ください　

　相続やご近所とのトラブル、ある

いは自分の生き方など、身の回りの

悩みやだれかに聞いてもらいたいこ

となどは、だれにでもあると思いま

す。そこで今月は、市民課市民担当で

ご案内している各種相談の紹介です。

親と子の
ニュースの
小窓

「
行
政
書
士
相
談
」「
人
権
相
談
」が
月
１
回
に

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
は
弁
護
士
や

司
法
書
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ほ
か
に
は
？

職
員　

国
税
の
こ
と
は
税
理
士
が
、

国
政
の
こ
と
は
、
国
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
対
応
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
の

時
間
と
場
所
、
予
約
制
の
有
無
は

左
の
表
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

ど
の
相
談
も
秘
密
は

守
っ
て
も
ら
え
る
の
か
し
ら
。

職
員　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
ま
た
相

談
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
か
ら
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

無
料
な
ら
助
か
る
ね
。

相
談
に
は
直
接
行
け
ば
い
い
の
？

職
員　

予
約
の
要
ら
な
い
相
談
で

も
、事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
待
つ
こ
と
な
く
利
用
で
き
ま
す

の
で
、ま
ず
は
、市
民
担
当（�
　

・
４３３

７
７
４
５
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

専
門
家
に
よ
る
無
料
相

談
は
市
民
の
味
方
だ
ね
。
み
ん
な

に
も
教
え
て
あ
げ
よ
う
。

お
母
さ
ん　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る
相
談
も
あ
る
そ

う
で
す
ね
。

職
員　

は
い
。
専
門
相
談
は
全
部

で
７
種
類
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

女
性
の
心
と
生
き
方
相
談
は
女
性

専
用
の
相
談
で
、
離
婚
問
題
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

子
ど
も
の
こ
と
、
自
分
の
生
き
方

な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

同
じ
女
性
な
ら
話
し

や
す
い
で
す
ね
。
今
、
経
済
的
な

理
由
で
離
婚
で
き
な
い
人
も
い
る

く
ら
い
だ
し
、
深
刻
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
は
、
ほ

ん
と
心
強
い
相
談
窓
口
だ
わ
。

お
父
さ
ん　

と
こ
ろ
で
、
相
続
や

損
害
賠
償
な
ど
、
法
律
に
関
す
る

相
談
は
で
き
る
の
か
な
。

職
員　

は
い
。
相
続
や
登
記
、
近
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「
食
材
を
・
捨
て
る
も
活
か
す

も
・
主
婦
の
知
恵
」。「
大
根
の
・
葉

っ
ぱ
も
捨
て
ず
に
・
全
部
食
べ
」。

こ
れ
は
消
費
生
活
を
家
庭
か
ら
見

直
そ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
る
「
蕨
ひ
が
し
生
活
学
校

（ 
高  
松 
と
し 
枝 
運
営
委
員
長
・
会

た
か 
ま
つ 

え

員　

人
）」
が
新
た
な
試
み
と
し

７１
て
取
り
組
ん
で
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な

「
も
っ
た
い
な
い
か
る
た
」の
一
部

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る　
４４

枚
の
読
み
札
と
、
東
中
学
校
美
術

部　

人
の
生
徒
た
ち
の
協
力
で
、

１６
絵
札
が
作
ら
れ
、
分
か
り
や
す
い

言
葉
と
か
わ
い
ら
し
い
絵
で
、
だ

れ
も
が
楽
し
め
る
、か
る
た
で
す
。

高
松
さ
ん
は
、「
遊
び
を
楽
し
み

な
が
ら
、
物
を
た
い
せ
つ
に
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
て
い
ま
す
。
蕨
ひ
が
し
生
活

学
校
で
は
、
今
後
、
こ
の
か
る
た

を
完
成
さ
せ
、
地
域
に
広
げ
、
暮

ら
し
の
な
か
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
、計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

卒
園
の
思
い
出
に
、
２
月
か
ら
マ
フ
ラ
ー
作

り
に
励
ん
で
い
た
の
は
、
く
ま
組　

人
の
園
児

１６

た
ち
で
す
。「
友
達
と
お
そ
ろ
い
の
色
に
し
よ

う
」、「
こ
ん
な
に
編
め
た
よ
」
と
、
牛
乳
パ
ッ

ク
や
割
り
ば
し
な
ど
を
再
利
用
し
た
園
特
製
の

手
作
り
編
み
機
に
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
な
ど
、
好

き
な
色
の
毛
糸
を
通
し
、
１
本
１
本
丁
寧
に
編

み
込
み
ま
す
。
こ
う
し
て
、
残
り
わ
ず
か
な
園

生
活
の
中
で
、
朝
の
自
由
時
間
や
昼
休
み
な
ど

に
、
こ
つ
こ
つ
と
編
ん
だ
マ
フ
ラ
ー
は
、
ち
ょ

う
ど
背
丈
と
同
じ
く
ら
い
の
長
さ
に
な
り
完
成

し
ま
し
た
。
先
月　

日
の
卒
園
式
で
手
渡
さ
れ

２４

た
こ
の
マ
フ
ラ
ー
は
み
ん
な
の
宝
物
。
目
標
を

達
成
し
た
喜
び
と
楽
し
か
っ
た
園
生
活
を
胸
に
、

卒
園
児
た
ち
は
９
日
の
入
学
式
に
臨
み
ま
す
。

優しさの「環境行動」

　
「
外
に
出
か
け
る
こ
と
が
大
好

き
な
花
凜
は
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
ボ

ー
ル
け
り
な
ど
を
し
て
と
て
も
活

発
で
す
。
一
方
、
最
近
の
お
気
に

入
り
は
、
ま
ま
ご
と
遊
び
。
砂
で

お
弁
当
を
作
っ
た
り
、
家
で
は
料

理
を
す
る
私
の
そ
ば
で
か
き
混
ぜ

る
し
ぐ
さ
を
し
た
り
と
、
マ
マ
気

分
に
浸
っ
て
ご
機
嫌
で
す
。
お
し

ゃ
べ
り
も
だ
ん
だ
ん
と
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
絵
本
や

紙
芝
居
を
読
ん
で
あ
げ
る
と
、
復

唱
し
た
り
、
せ
り
ふ
を
ま
ね
し
て

み
た
り
。
感
情
の
表
現
が
豊
か
に

な
っ
て
く
る
姿
を
見
る
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
元
気
で
優
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
す
母
親
の
麻
衣
さ
ん
。

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－４２２－

東中学校美術部部長の笠原瑠菜さんと高松さん東中学校美術部部長の笠原瑠菜さんと高松さん

卒園記念にマフラー作り

どもクラブ

����

��
（問）保健センター
　　　（�４３１・５５９０）

 

新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら

４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す
。（
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）

※
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
出
生
連
絡

票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ
ー
ジ

に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。
ぜ
ひ
お
父

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
持
ち
物
＝

テ
キ
ス
ト
代　

円
、
母
子
健
康
手
帳
、

４００

筆
記
用
具　

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

 

エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
マ
ク
ラ
ブ

　

育
児
不
安
の
あ
る
マ
マ
た
ち
の
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌

月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

離
乳
食
講
習
会

※
都
合
の
よ
い
１
日
を
選
ん
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

プ
レ
マ
マ
講
座
〜
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
と
き
＝
５
日（
木
）　

午
後
１

時
半
〜
４
時　

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お
話
、
先
輩

マ
マ
と
の
交
流
会　

申
し
込
み
＝
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー

内　容

保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

内　容対　象と　き

離乳食の上手
な進め方と作
り方

平成１８年１２月
生まれの第１
子の保護者

１３日（金）
１９日（木）

平成１９年１月
生まれの第１
子の保護者

５月
１１日（金）
３０日（水）

時間＝午前９時４５分～１１時４５分
ところ＝保健センター
託児あります（託児は先着１０人まで）
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具、赤ち
ゃんを連れて来る人はバスタオル、ビニ
ール袋（オムツ持ち帰り用）ほか必要な物

内　容
とき

回
５月４月

妊婦歯科健
診・保健

７日
（月）

２日
（月）

１

食生活・赤ち
ゃんの育て方

１４日
（月）

９日
（月）

２

お産の経過
沐浴実習

１９日
（土）

１４日
（土）

３

時間はいずれも
午後１時半～４時

受付時間・ところ対象児と　き

午後１時１５分
　　　～２時
保健センター

平成１８年　
１１月生まれ

３日（火）
４日（水）４ か 月 児 健 診

平成１７年　
９月生まれ

１０日（火）
１１日（水）１歳６か月児健診

平成１６年　
３月生まれ

６日（金）
１３日（金）３ 歳 児 健 診

平成１４年　
９月生まれ１２日（木）４歳６か月児健診

午前１０時～１０時半
保健センター

平成１８年　
３月生まれ

３日（火）
４日（水）１ 歳 児 相 談

����������
か りん

（２歳２か月）

����������������
はま の たか ひろ

���������
ま い

�����

　　錦町６丁目

福祉・
児童センター
さつき保育園

４回１コースです。
①４月２６日（木）
②５月１６日（水）
③６月６日（水）
④７月４日（水）
時間＝午前１０時～
　　　　　１１時半

対象
平成１８年８月～１２
月生まれの第１子
とそのママ

ところ＝保健センター
定員＝先着１５組



【　　】12

月
、
中
央
７
丁
目
に
、
だ

れ
で
も
農
業
体
験
に
参
加

で
き
る「
わ
ら
び
教
育
フ
ァ
ー
ム
」

が
開
園
し
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

自
然
の
恩
恵
や
「
食
」
に
か
か
わ

る
人
た
ち
の
活
動
に
理
解
を
深
め

る
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
農
林

水
産
省
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

運
営
を
始
め
た
の
は
根
本
浩
さ
ん

（
中
央
７
丁
目
・　

歳
）
で
す
。

４９

　

栃
木
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
草
取
り
や
畑
の
作

業
を
手
伝
っ
て
い
た
根
本
さ
ん
。

土
を
耕
す
こ
と
や
食
物
の
栽
培
が

好
き
で
、
現
在
は
、「
食
」に
つ
い

て
考
え
る
習
慣
や
「
食
」
に
関
す

る
知
識
や
判
断
力
を
楽
し
く
身
に

付
け
る
た
め
の
学
習
、
い
わ
ゆ
る

●広報蕨　№６６３　●発行／蕨市役所　〒３３５－８５０１　埼玉県蕨市中央５－１４－１５　�０４８（４３２）３２００　　●編集／秘書広報課広報広聴係

������ひ と「
食
」
を
通
し
て
命
感
じ
る
力
育
て
た
い

広
報
蕨　

六
六
三
号　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

����������������
ね もと ひろし

今

「
食
育
」
を
推
進
す
る
仕
事
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
が
多
く
緑
の
少
な
い
蕨
市

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
体
験

を
通
し
て「
食
」に
か
か
わ
る
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
を
始
め
た

根
本
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
も
息
子

さ
ん
の
小
学
校
在
学
中
に
保
護
者

に
呼
び
か
け
、学
校
と
協
力
し
て
、

学
校
菜
園
で
田
植
え
や
収
穫
祭
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
実
際

に
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
す

る
と
、
作
物
の
生
長
や
収
穫
の
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

苦
手
だ
っ
た
野
菜
も
、
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
子
が
け
っ
こ
う
い

る
ん
で
す
よ
」。
ま
た
、
地
域
の

人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
い
る
の
で
、「
触
れ
合
い
も

広
が
り
、
ま
ち
へ
の
愛
着
に
も
つ

な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
、
期
待

も
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
に
は
、
ピ
ー
マ
ン
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
季
節
の
野
菜
を
植

え
て
い
く
予
定
で
「
食
育
を
通
し

て
、
命
を
感
じ
る
力
や
感
謝
す
る

心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
ぜ
ひ
、
親
子
や
友
達
と
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
ま
す
。
１
つ
の
作
物
の
種

ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
１
単
位
と

し
て
申
し
込
め
る
そ
う
で
す
。
参

加
希
望
者
は
根
本
さ
ん
へ
ど
う
ぞ

（�
　

・
５
５
６
４
・
９
６
０
７
）。

０７０

「わらび教育ファーム」代表　

わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草　
　
　

ぷらっと・わらび・小さな旅

�����

　

春
の
香
り
に
包
ま
れ

て
、
東
ル
ー
ト　

番
の

１４

「
市
民
公
園
」
で
下
車

し
て
み
ま
し
た
。

　

約　

本
の
桜
の
名
所

８０

と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
る
蕨
市
民
公

園
で
す
が
、
見
渡
す
と

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

樹
木
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
樹
木
に
も

目
を
向
け
、
見
て
楽
し

み
、
今
ま
で
以
上
に
公

園
に
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
地
域
の

「
塚
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
」や「
市
民
公
園
を
き
れ
い

に
す
る
会
」、
東
公
民
館
を
拠
点

に
活
動
す
る
「
蕨
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ（
Ｗ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
）」の
皆
さ
ん
が
、

市
と
協
働
で
昨
年　

月
か

１２

ら
公
園
内
の
樹
木
に
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ー
ト
の
設
置
箇
所

は
、
現
在　

か
所
。
プ
レ

９６

ー
ト
巡
り
で
木
々
を
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
と
い
っ
た
楽
し

み
方
も
で
き
ま
す
し
、
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
夏
ミ

カ
ン
な
ど
の
木
も
あ
る
の

で
、
実
を
食
べ
に
来
る
野

鳥
の
姿
を
静
か
に
見
守
る

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

春
の
蕨
市
民
公
園
で

木
々
の
緑
と
親
し
む

ツ
タ
バ
ウ
ン
ラ
ン

公園を見回り外れたプレートを補修公園を見回り外れたプレートを補修

　

春
を
運
ぶ
桜
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

樹
木
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
守
り
育

て
て
い
る
こ
の
蕨
市
民
公
園
で
、

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


